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Many studies show that electronic texts are less readable than paper texts. The restriction on the employment of reading 
strategy is thought to be one of the factors contributing to the lowered readability of electronic texts. In this paper, we report 
on our development of a support system for reading web texts based on the SQ3R method known as the systematic reading 
strategy, and examine the usefulness of this system. We compared three interfaces of reading texts: using our system, a 
common web interface, and printed paper. The results showed that our system’s effectiveness was significantly higher than 
those of the other two. Consequently we were able to confirm that our system, which supports the implementation of a 
systematic reading strategy, improves the readability of web texts.  

 

1. はじめに 
学習・教育場面において，学習者はテキストを媒体として，必

要な知識を獲得することが多い．テキストと学習者のインターフ

ェースには，主として紙が用いられてきたが、近年は電子メディ

アを用いてテキストや各種資料を閲覧する機会が増えている。

あらゆる分野で教育の情報化が進むなか，電子テキストの読み

やすさは重要な問題のひとつといえよう． 
コンピュータ画面から電子テキストを読む場合，紙テキストに

比べて，読みやすさ(readability)の面において劣ると多くの研究

で示されている [Mills 87]．読解能力の発達側面のひとつに，

読解方略の獲得がある [秋田 01]．読解方略とは，読解効果を

高めるために行う工夫や方法のことで，例えば要約する，質問

する，下線を引くなどの方略がある．しかし，電子テキストの読解

においてはこのような方略の使用が紙に比べて制限されるため，

読みやすさを低下させる一因になっている事が考えられる．ま

たテキストの学習は、読んでその内容を理解し記憶するというよ

うに一定のプロセスをたどることが多い [辰野 97]．そこで本研究

では，読解プロセスを総合的に支援するために，体系的な読解

方略として知られるＳＱ３Ｒ法 [Robinson 70] の使用を可能にす

る Web インターフェースを開発した． 

2. 関連研究 
電子テキスト上での読解方略の使用制限を緩和するための

アプローチとして，紙に行うのと同様の多様な表現でのアノテー

ションを記述可能にする方法がある．主な例として，電子ドキュメ

ントの利便性を高める Xlibris [Schilit 99] や教育現場での活

用を意図した Classroom 2000 [Abowd 99] などの研究がある．

これらの研究では，学習者はペンを用いて，電子テキストに手

書きメモを書き込んだり，下線を引いたり，語や文を囲むなど

様々な方略が使用可能になる．ただし，ＳＱ３Ｒ法のような体系

的な読解方略の適用を意図しているわけではない．電子テキス

トの読みやすさを向上させるアプローチとしては，複数の視覚的

効果を利用したインターフェース技術を用いて，ディスプレイか

らの読みやすさを支援する研究がある．Overview+detail 効果と，

Linear 効果を組み合わせた研究 [Ｇｒａｈａm 99] や，流し読み時

の読解を支援するために Overview+detail 効果と Fisheye 効果

を組み合わせたインターフェースを持つスキーミング支援システ

ム [羽山 04] などの研究が存在する． いずれのアプローチも効

果的だが，本研究では電子テキストの学習プロセスを総合的に

支援することを意図しており，そのために体系的な読解方略ＳＱ

３Ｒ法を読解行動のモデルとしたシステムの構築および評価を

行った．またＳＱ３Ｒ法をベースに設計・構築した遠隔教育シス

テムの研究 [Zhang 03] が存在するが，ＳＱ３Ｒ法をベースに設

計・構築したことの効果が明確とは言えず，より詳細な評価実験

が必要だと考える． 

3. Ｗｅｂテキスト読解支援システムの構築 

3.1 システムの設計方針 
学習プロセスに即して学習法・学習方略を体系化する試みは

これまでなされてきているが，ロビンソンが提唱したＳＱ３Ｒ法は

その代表的なものである [辰野 97]． 
この方略は以下の５つのステップから成り立っており，ステッ

プ毎に設計方針を説明する． 
①Ｓｕｒｖｅｙ（概観する）： 

読む前に，題や見出しなどをざっと観て，全体を概観． 
設計方針：Overview+detail インターフェースを使用．題や見

出しを Overview 部に表示する． 
②Ｑｕｅｓｔｉｏｎ（質問する）： 

題や見出しを元に，質問を作成． 
設計方針：テキスト本文の先頭に，質問分を記述． 

③Ｒｅａｄ（読む）： 
②で作成した質問に答えるつもりで読む． 
設計方針：文単位に Fisheye モデルを適用．学習者の主観

的な判断により，対話的に Fisheye モデルのフォーカス／コ

ンテクストを切り替え可能にする． 
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テキストから目を離し，②で作成した質問に自分の言葉で答

える．答えられなければ，その部分を再読． 
設計方針：質問文が記述されたウィンドウを提示して，テキス

ト本文を隠す． 
⑤Ｒｅｖｉｅｗ（復習する）： 

全体をまとめて復習し，要点やその相互関係を把握． 
設計方針：テキストの内容を表現した一致マップ形式のコン

セプトマップ [森田 99] を提示．一致マップ形式とは，ノード

の階層構造が表示画面の上下方向に一致している形式． 

3.2 システム構成と画面インターフェース 
本システムでは，クライアント環境は，OS:Windows98SE＋

Web ブラウザ：IE5.5 を用いている．Fisheye モデルのフォーカス

用スタイルシート，コンテクスト用スタイルシートを用意し，文単

位に適用するためにブラウザは，スタイルシートに対応している

必要がある．Fisheye モデルの切り替えには，CGI を使用して，

文に設定されているスタイルシートを対話的に切り替えるため，

サーバ環境では，ＣＧＩが動作する WWW サーバがインストー

ル さ れ て い る 必 要 が あ り ， OS:SunOS5.8 ＋ WWW サ ー

バ:Apache を用いている．前述 3.1 の設計方針の元，実装した

画面インターフェースを図１ に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１：画面インターフェース 

4. 実験と評価 
本システムを用いた電子テキスト学習の有用性を示すために，

（１）本システムを用いて Web テキストを読んだ場合，（２）一般

的な Web インターフェース(Overview+detail インターフェースを

採用)を用いて Web テキストを読んだ場合，（３）紙を用いてテキ

ストを読んだ場合，以上３つの実験条件の平均読解時間と再生

テストの平均得点を比較した．本システム条件では，本文の

Fisheye 設定は最初は全てコンテクスト設定であり，被験者は読

解中に設定を切り替え可能である．また本システム条件では被

験者はＳＱ３Ｒ法に従って読み進めるが，他の２つの条件では，

読み方は被験者に任せた． 

２日間に渡って行われた本実験は，被験者１２名による１要因

３水準の被験者内計画であり，順序効果を除去するためにカウ

ンターバランスの手続きを行った．実験材料には大学レベルの

政治・経済のテキストを３つ用意した．各テキストは１６８０字前後

に統一されており，各条件において３つのテキストが均等に使

用されるよう配置した． 
実験手順であるが，テキスト読解（制限時間無し。被験者が

要点を覚えられたと判断するまで）→単純な短期記憶の影響を

防ぐための計算問題（制限時間１分）→再生テスト（制限時間１

０分）を，異なる実験条件と異なるテキストを用いて３回行った． 
実験結果を表１に示す．実験結果を用いて一元配置分散分

析と Tukey 法による多重比較を行った結果，本システム群の平

均得点は，１日目２日目ともに１％水準で有意に高かった．本結

果より，読解方略ＳＱ３Ｒ法の使用を可能にするインターフェー

スを用いることで，電子テキストの理解・記憶を促進できることが

明らかになった．今後，本システムのインターフェースのさらなる

改善と，評価実験を進めてゆく予定である． 
 

表１：実験結果（１日目と２日目） 
１日目 ２日目（１日目から

２３～２５時間後） 
 

読解時間 得点 読解時間 得点 
本システム 1240 秒 28.08 409.67 秒 31.92 
一般的 WebI/F 802.17 秒 17.92 387.50 秒 24.25 
紙 743.33 秒 18.17 425.75 秒 24.58 

Ｏ ｖ ｅ ｒ ｖ ｉ ｅ ｗ 部 。 

題・見出しを表示 
本文のＱｕｅｓｔｉｏｎｓ
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